
平成１８年１１月１日  第１４１号　　（２）え び な 市 議 会 だ よ り

　

一
般
会
計
・
４
特
別
会
計
決

算
に
つ
い
て
財
政
状
況
向
上
へ

の
取
り
組
み
を
評
価
し
ま
す
。

　

▽
防
犯
対
策
充
実
事
業
補
助

金
は
、
今
後
も
継
続
を
お
願
い

し
ま
す
。
▽
敬
老
ふ
れ
あ
い
事

業
に
つ
い
て
、
対
象
者
の
出
席

率
の
向
上
と
、
助
成
額
の
見
直

し
や
、
自
治
会
等
の
要
望
に
対

し
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。
▽

契
約
事
務
に
つ
い
て
、
条
件
付

一
般
競
争
入
札
に
移
行
さ
れ
ま

し
た
が
、
市
内
商
工
業
者
の
育

成
・
優
先
に
つ
い
て
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。
▽
海
老
名
駅
自

由
通
路
整
備
事
業
、
鉄
道
立
体

交
差
事
業
に
つ
い
て
は
、
早
期

の
完
成
を
願
い
ま
す
。
▽
プ
レ

ミ
ア
ム
映
画
祭
は
文
化
的
な
趣

向
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
も
関

係
団
体
と
の
協
調
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
▽
国
民
健
康
保
険
事

業
、
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
保
険
料
の
収
納
対
策
に
、
老

人
保
険
医
療
事
業
に
つ
い
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設

に
向
け
、
万
全
を
期
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
▽

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
快

適
な
生
活
環
境
の
実
現
の
た
め

市
内
全
域
の
施
設
整
備
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
小
学
校
教
師
の
買
春
事
件
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
同
様
の
事

件
が
起
き
な
い
よ
う
責
任
あ
る

対
応
を
、
市
長
が
自
ら
指
揮
を

と
り
、
名
誉
挽
回
す
る
よ
う
強

く
望
み
ま
す
。

　

賛
成
の
立
場
か
ら
評
価
と
要

望
を
し
ま
す
。

　

▽
平
成
１７
年
度
は
、
﹁
防
災 

・
防
犯
・
交
通
安
全
の
年
﹂
と 

い
う
こ
と
で
、
安
全
・
安
心
指

導
員
の
配
置
や
え
び
な
安
全
・

安
心
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
が
導
入 

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
事
業
で
あ
り
高
く
評
価
し

ま
す
。
▽
健
康
で
生
き
が
い
に 

み
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

次
世
代
育
成
計
画
の
推
進
、
市

立
保
育
所
の
保
育
時
間
の
延
長
、 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事 

業
拡
大
な
ど
福
祉
充
実
に
向
け 

た
取
り
組
み
を
評
価
し
ま
す
。

▽
小
学
校
１
年
生
の
３５
人
学
級

の
導
入
、
私
立
保
育
園
へ
通
園

す
る
子
ど
も
を
持
つ
親
に
対
す

る
助
成
金
の
引
上
げ
、
小
中
学

校
校
舎
耐
震
補
強
工
事
の
工
期

の
前
倒
し
に
つ
い
て
評
価
し
ま

す
。
▽
市
税
の
収
納
率
確
保
、

特
に
国
保
税
に
つ
い
て
は
最
大

限
の
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
市
内
中
小
企
業
者
が
優
遇
措

置
の
あ
る
金
融
商
品
を
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
、
商
工
会
議
所

の
相
談
体
制
を
充
実
す
る
よ
う

要
望
し
ま
す
。
▽
地
震
対
策
に

つ
い
て
、
木
造
住
宅
改
修
事
業

は
、
市
民
に
対
し
て
十
分
な
Ｐ

Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
避

難
所
の
設
備
充
実
を
図
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
▽
厚
木
駅
前

の
電
気
店
跡
地
が
取
得
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
後
生
に
悔
い
を

残
す
と
考
え
ま
す
。

　

決
算
の
中
に
は
評
価
で
き
る

点
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
な

税
金
の
使
い
方
の
問
題
で
到
底

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

▽
基
金
は
、
大
型
公
共
事
業 

の
た
め
に
使
う
の
で
は
な
く
市

民
か
ら
の
多
く
の
要
求
解
決
に

活
用
す
べ
き
で
す
。
▽
下
水
道 

使
用
料
金
の
８
・
３
％
の
値
上

げ
は
、
大
口
事
業
所
の
料
金
体

系
を
抜
本
的
に
是
正
す
れ
ば
、

避
け
ら
れ
た
は
ず
で
す
。
▽
小

田
急
等
が
造
る
べ
き
﹁
自
由
通

路
﹂
を
市
が
肩
代
わ
り
す
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。
▽
工
場
排
水
等
分
析
調 

査
委
託
の
入
札
で
落
札
率
が
１００

％
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
、
市

民
に
説
明
が
つ
か
な
い
入
札
制

度
を
改
革
す
べ
き
で
す
。
▽
年

金
所
得
者
も
給
与
所
得
者
も
収

入
は
増
え
な
い
中
、
負
担
ば
か

り
増
え
て
大
変
な
の
で
国
民
健

康
保
険
税
の
介
護
分
の
値
上
げ

は
反
対
で
す
。
▽
療
養
型
医
療

施
設
等
の
居
住
費
と
食
費
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
滞
在
費
、
食

費
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
ケ

ア
の
食
費
も
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
食

費
だ
け
で
も
助
成
を
し
て
安
心

し
て
施
設
等
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
す
。
▽
わ
ず
か

な
財
源
で
教
師
や
生
徒
に
ゆ
と

り
が
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
３５

人
学
級
を
早
急
に
実
現
す
べ
き

で
す
。
▽
小
中
学
校
の
自
校
方

式
給
食
を
実
現
す
べ
き
で
す
。

き
る
体
力
が
あ
る
こ
と
を
証
明

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
バ
ラ
ン

ス
良
い
補
助
金
獲
得
に
努
力

を
。
▽
予
算
の
執
行
残
を
不
用

額
と
せ
ず
、
早
期
に
実
現
し
た

い
市
民
要
望
や
自
治
会
要
望
等

の
た
め
の
使
用
に
更
な
る
努
力

を
。
▽
土
地
開
発
公
社
所
有
の

土
地
の
買
い
上
げ
、
蓼
科
荘
の

借
地
返
還
等
、
市
政
運
営
の

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
す
る
た

め
に
、
３
年
間
で
３
０
億
を
超

す
予
算
を
投
じ
て
決
着
を
つ
け

た
内
野
市
長
の
英
断
を
高
く
評

価
し
ま
す
。
▽
包
括
予
算
制
度

の
目
的
は
、
市
民
が
求
め
る
方

向
に
予
算
を
重
点
配
分
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
よ
り
一
層
成

果
を
引
き
出
せ
る
制
度
と
な
る

よ
う
、
さ
ら
な
る
研
究
を
。
▽

自
立
・
共
生
都
市
と
い
う
目
標

に
向
か
っ
て
、
こ
こ
数
年
の
緊

縮
財
政
か
ら
、
大
き
く
舵
取
り

を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
に
は
、
内
野
市
長
の
英
断
を

期
待
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
並
び
に
４
特
別
会

計
決
算
に
つ
い
て
賛
成
し
ま
す
。

　

▽
市
民
参
加
条
例
が
制
定
さ

れ
、
大
き
な
前
進
と
評
価
し
ま

す
が
、
政
策
決
定
過
程
で
の
市

民
意
思
の
反
映
を
後
退
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
協
定
の
よ
う
な
一
定
の
ル

ー
ル
化
が
必
要
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
本
格
運
行
と
な
っ
た
コ

ミ
バ
ス
国
分
ル
ー
ト
は
、
運
行

行
程
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
使
い
づ
ら
く
な
っ
て
い
な
い

か
、
常
に
検
証
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
▽
え
び
な
新
障
害
者
プ

ラ
ン
２
０
１
０
の
策
定
に
よ
る

多
く
の
新
規
事
業
の
創
設
を
評

価
し
ま
す
。
今
後
は
自
立
支
援

法
の
制
定
に
伴
い
、
障
害
者
福

祉
計
画
策
定
へ
の
市
民
参
加
が

図
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

▽
小
学
校
１
年
生
の
ク
ラ
ス
に

３５
人
学
級
の
実
施
は
画
期
的
で
、

今
年
度
は
小
学
２
年
生
に
も
拡

大
し
ま
し
た
。
来
年
度
は
中
学

校
に
も
広
げ
ら
れ
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
児
の

普
通
学
級
受
け
入
れ
を
少
し
で

も
進
め
、
特
別
支
援
補
助
指
導

員
の
配
置
等
、
十
分
な
指
導
体

制
を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
ご
み
の
収
集
体
制
の
変
更
で
、

資
源
分
別
が
進
み
、
可
燃
ご
み

が
減
り
ま
し
た
が
、
家
庭
生
ご

み
再
利
用
実
験
の
中
止
は
大
き

な
後
退
で
す
。
生
ご
み
・
剪
定

枝
の
堆
肥
化
を
積
極
的
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億
６

３
５
３
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
３４２
億
５
０
５
３
万

５
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
（
仮

称
）
高
齢
者
生
き
が
い
会
館
整

備
事
業
費
（
約
３
０
６
０
万
円
）、

消
防
署
北
分
署
の
建
て
か
え
に

伴
う
用
地
購
入
費
（
約
１
億
８

３
０
０
万
円
）
、
全
国
消
防
操

法
大
会
に
消
防
団
第
14
分
団
が

出
場
す
る
に
当
た
っ
て
の
派
遣

費
（
約
２６６
万
円
）
、（
仮
称
）
南

伸
道
路
整
備
事
業
に
係
る
物
件

補
償
費
（
約
１
億
３
０
０
０
万

円
）
、
お
よ
び
財
政
調
整
基
金

へ
の
積
み
立
て
（
約
１
億
２
０

０
０
万
円
）
な
ど
が
予
算
化
さ

れ
ま
し
た
。

　

歳
入
に
お
い
て
、
医
療
制
度

改
革
に
よ
る
保
険
財
政
安
定
化

事
業
交
付
金
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
の
増
額
、
歳
出
に
お

い
て
、
出
産
育
児
一
時
金
の
増

額
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
５

億
５
３
２
９
万
１
０
０
０
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
１０４
億
５

０
３
８
万
８
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　　

予
算
総
額
の
増
減
は
な
く
歳

入
に
お
い
て
、
一
般
会
計
繰
入

金
を
１
億
５
１
３
４
万
２
０
０

０
円
減
額
し
、
繰
越
金
を
同
額

の
増
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
、
前
年
度
決

算
の
調
製
に
よ
る
繰
越
金
の
増

額
、
並
び
に
前
年
度
医
療
費
交

付
金
等
の
精
算
確
定
に
伴
う
国

庫
支
出
金
、
県
支
出
金
の
増
額
、

歳
出
に
お
い
て
、
支
払
基
金
医

療
費
交
付
金
等
返
還
金
お
よ
び
、

一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５７４
万

３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
４５
億
９
７
７
２
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
、
地
域
支
援

事
業
に
係
る
一
般
会
計
繰
入
金

の
増
額
、
お
よ
び
前
年
度
決
算

の
調
製
に
よ
る
繰
越
金
の
増
額
、

歳
出
に
お
い
て
、
前
年
度
決
算

に
よ
る
剰
余
金
の
一
部
を
介
護

保
険
給
付
費
等
準
備
基
金
へ
積

み
立
て
る
た
め
の
基
金
積
立
金

の
増
額
、
並
び
に
前
年
度
保
険

給
付
費
の
精
算
確
定
に
伴
う
国

庫
支
出
金
お
よ
び
支
払
基
金
返

還
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
９
６
６
１
万
５
０
０
０
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３７
億

３
７
１
８
万
９
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

平成１７年度　歳入歳出決算の状況　（金額の単位は円）

区分 歳入決算額
対前年
度伸率

歳出決算額
対前年
度伸率

歳入歳出
差引額

一般会計 36,506,737,993 5.2％ 35,114,235,613 7.3％ 1,392,502,380

特別会計 20,988,749,747 8.0％ 20,250,002,861 7.0％ 738,746,886

国民健康保険事業 9,517,406,126 11.4％ 9,215,637,834 8.9％ 301,768,292

下水道事業 3,355,270,569 10.3％ 3,067,208,768 8.3％ 288,061,801

老人保健医療事業 4,731,789,490 0.6％ 4,685,488,602 1.0％ 46,300,888

介護保険事業 3,384,283,562 7.8％ 3,281,667,657 9.6％ 102,615,905

合計 57,495,487,740 6.2％ 55,364,238,474 7.2％ 2,131,249,266

請願・陳情の提出について

　

平
成
17
年
度
決
算
は
、起
立
多
数
を
も
っ
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
が
、5
名
の
議
員
が
各
会
派
を
代
表
し
て
、同
決
算
に

対
す
る
賛
成
討
論
、反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
１７
年
度
決
算
に
つ
い
て

賛
成
し
ま
す
。

　

▽
当
初
予
算
で
は
、
強
気
と

さ
え
思
え
た
法
人
市
民
税
徴
収

は
そ
れ
以
上
の
増
収
で
し
た
。

正
確
な
税
収
の
読
み
は
、
そ
の

ま
ま
そ
の
年
の
事
業
計
画
に
直

結
し
ま
す
。
引
き
続
き
精
度
の

高
い
税
収
見
込
み
を
。
▽
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
は
事
業
費
の
４

割
を
補
助
、
残
り
を
予
算
立
て

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

は
こ
の
交
付
金
を
積
極
活
用
で

１８


